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名
城
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
の
２
大
学
か
ら
招
へ
い

ナ
ノ
材
料
テ
ー
マ
に
日
印
共
同
研
究

　

名
城
大
学
で
は
２
０
２
５
年
の
11
月
17
日
か
ら
12

月
７
日
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ
ー
ド

校
（
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
ダ
ン
バ
ー
ド
）
の
大
学
院

生
２
名
と
教
員
１
名
を
招
へ
い
し
、
「
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
応
用
に
関
す

る
国
際
共
同
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
術
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
引
き
続
き
12
月
11
日
か

ら
21
日
に
か
け
て
、
同
じ
イ
ン
ド
の
デ
ン
プ
人
文
科

学
大
学
（
ゴ
ア
州
パ
ナ
ジ
）
の
大
学
生
５
名
、
大
学

院
生
２
名
と
教
員
１
名
を
招
へ
い
し
、
「
イ
ン
ド
の

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
を
目
指
し
た
ナ
ノ
マ

テ
リ
ア
ル
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
共
同
研
究
活
動
を
実
施
し
た
。
両
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
も
筆
者
が
実
施
主
担
当
者
と
な
り
、
研
究
室
の

学
生
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
た
。

　

デ
ン
プ
人
文
科
学
大
学
か
ら
の
招
へ
い
は
今
回
が

３
回
目
で
あ
る
。
同
大
と
の
交
流
は
２
０
１
８
年
に

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
同
大
の
ボ
ー

カ
ー
前
学
長
と
筆
者
と
の
出
会
い
が
端
緒
で
あ
り
、

そ
の
後
の
学
部
間
協
定
の
締
結
や
同
大
へ
の
訪
問
な

ど
継
続
的
に
相
互
交
流
が
続
い
て
い
る
。

　

今
回
は
同
大
の
化
学
科
の
若
手
教
員
た
ち
が
進
め

て
い
る
光
触
媒
な
ど
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
の

開
発
を
促
進
し
、
共
同
研
究
成
果
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
大
と
の
交
流

の
一
環
と
し
て
、
筆
者
は
２
０
２
４
年
に
ゴ
ア
で
開

催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
参
加
し
た
が
、
会
議
後
に
イ

ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ
ー
ド
校
を
訪
問
し
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
（
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
そ
れ
が
由
縁
と
な
り
翌
25
年
に
同
校
と

名
城
大
学
理
工
学
部
の
間
で
学
部
間
学
術
交
流
協
定

が
締
結
さ
れ
た
。
今
回
の
イ
ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ

ー
ド
校
か
ら
の
招
へ
い
者
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
専
門
と
し
、
現
在
進
め
て
い
る
モ
デ
ル
細
胞
膜
の

機
能
化
の
研
究
に
Ｃ
Ｎ
Ｔ
を
適
用
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
校
に
は
Ｃ
Ｎ
Ｔ
を
専
門
と
す
る
研
究

者
が
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｎ
Ｔ
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
共

同
研
究
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
学
は
外
国
人
学
生
の
比
率
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
学
生
が
外
国
人
と
直
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
。

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
対
面
に
よ
る
直
接

的
な
国
際
交
流
を
通
じ
て
、
本
学
の
若
手
研
究
者
や

学
生
の
国
際
化
の
推
進
も
狙
い
と
し
て
い
る
。

■	

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

　

共
同
研
究
を
実
効
的
な
も
の
に
す
る
に
は
、
お
互

い
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ

ー
ド
校
か
ら
の
招
へ
い
で
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、
両
大
学
の
学
生
に
お
互
い
の
研
究
内
容
に

つ
い
て
発
表
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
全
て
英
語
で
行

っ
た
が
日
本
人
学
生
も
頑
張
っ
て
参
加
し
た
。

　

滞
在
中
は
主
に
化
学
気
相
成
長
（
Ｃ
Ｖ
Ｄ
）
法
に

よ
る
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
合
成
実
験
と
ラ
マ
ン
分
光
や
走
査
電

子
顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
評
価
実
験
を

中
心
に
行
っ
た
。
予
め
日
本
人
学
生

が
用
意
し
て
お
い
た
英
文
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
、
招
へ
い
者
が
実
験
を
理
解
す

る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
デ
ン
プ

人
文
科
学
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

滞
在
中
の
実
験
を
効
率
よ
く
進
め
る

た
め
、
来
日
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
分
析
す
る
試

料
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
滞
在
中

は
走
査
電
子
顕
微
鏡
、
ラ
マ
ン
分
光
、

お
よ
び
Ｘ
線
光
電
子
分
光
を
用
い
た

試
料
分
析
を
中
心
に
行
っ
た
が
、
効

率
的
に
実
験
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
483
回

＝
特
別
連
載
＝

丸山	隆浩
（名城大学　　　
理工学部教授）

CNTの合成実験（インド工科大学ダンバード校）

ポスター交流会（デンプ人文科学大学）
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さ
ら
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｔ
発
見
者
で
あ
る
本
学
の
飯
島
澄

男
教
授
に
よ
る
特
別
講
演
を
実
施
し
た
。
本
学
の
日

本
人
学
生
も
参
加
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
発
見
に
ま
つ
わ
る

お
話
を
聴
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ
ー
ド
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
滞
在
中
、
放
射
光
施
設
あ
い
ち
シ
ン
ク
ロ
ト

ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
（
瀬
戸
市
）
や
分
子
科
学
研
究
所

（
岡
崎
市
）
な
ど
外
部
の
研
究
機
関
を
訪
問
し
、
先

端
的
な
実
験
施
設
の
見
学
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
ト

ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
と
熱
田
神
宮
を
訪
問
し
、
日

本
の
近
代
産
業
の
発
展
の
様
子
や
宗
教
文
化
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
た
。
デ
ン
プ
人
文
科
学
大
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
書
道
師
範
の
先
生
に
依
頼
し
書
道

教
室
を
開
催
し
た
。
初
め
て
の
書
道
体
験
で
あ
っ
た

が
、
招
へ
い
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
い
に
楽
し
ん
だ
よ

う
で
あ
る
。

　

両
大
学
合
わ
せ
る
と
一
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
日
ご
ろ
、
外
国
人
と
直
接
接

す
る
機
会
の
少
な
い
本
学
の
学
生
も
だ
い
ぶ
英
会
話

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
特
に
滞
在
中
に
開
催
し
た
懇
親
会
は
大
変
に
盛

り
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
外
国
の
大
学
生
と
直
接

接
す
る
こ
と
は
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

■	
今
後
の
展
望

　

イ
ン
ド
工
科
大
学
ダ
ン
バ
ー
ド
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
お
互
い
の
研
究
内
容
の
理
解
が
深
ま
り
、
共

同
研
究
へ
の
具
体
的
な
道
筋
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
共
同
研
究
を
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
進
め
る
た
め
現
在
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
相
補
的
年
間
交
流
コ
ー
ス
に
申
請

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
デ
ン
プ
人
文
科
学
大

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
試
料
の
組
成
や
結
晶
構
造

に
つ
い
て
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

今
後
の
研
究
の
推
進
に
有
意
義
な
成
果
と
な
っ
た
。

帰
国
の
際
は
両
大
学
と
も
今
後
も
交
流
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た
。
こ

の
よ
う
な
国
際
交
流
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

デンプ人文科学大学の学生と飯島澄男教授（中央㊨）、著者の丸山教授（中央㊧）ら




